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第１回観光委員会

日　時：７月30日（火）
場　所：名古屋栄ビル
参加者：委員長の安藤副会長をはじめ48名
冒頭、安藤委員長は、昨年のインバウンドや中
部刑疒方

が多様化してきている。これからは、地域の特性を
生かした体験プログラムの造成をはじめ、地域に
お金が落ちる仕組みづくりが重要」と挨拶した。

続いて、鴇

庸庸

莱諠 し し

ち截

落 ち截 は 。 。し 、 で傅庸

庸 く 験体

か 化荓孅 ム 落�落 化。 みー
サーのアレクサン

ていかなければならない。
急激な観光客増加によるオーバーツーリズムの
解決策としてぼザ決ナａ決策ツぬけ 唖愁Ｑそぇ決決決伍ザ庚克決決ﾏ


